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受賞者（敬称略） 

○農業委員として功績があったと認められる方……………………………………………青木　幸一・梁島　源智 

○福祉委員として功績があったと認められる方……………………………………………倉井　福治・山田　キクエ 

○統計調査員として功績があったと認められる方…………………………………………増山　恭子 

○消防団員及び町議会議員として功績があったと認められる方…………………………赤羽根　信行 

○消防団員及び農業委員として功績があったと認められる方……………………………大　　公一・黒子　徹 

○児童館運営委員及び町議会議員として功績があったと認められる方…………………小牧　敦子 

○企画委員及び都市計画審議会委員、人権擁護委員として功績があったと認められる方　齊藤　和子 

○消防団員及び町議会議員として功績があったと認められる方…………………………玉田　秀夫 

○青少年問題協議会委員及び町議会議員として功績があったと認められる方…………田村　正敏 

○消防団員及び町議会議員として功績があったと認められる方…………………………中川　芳夫 

○消防団員及び図書館協議会委員、青少年問題協議会委員として功績があったと認められる方　中里　年昭 

○行政協力委員及び企画委員として功績があったと認められる方………………………山本　忠男 

 

○町に１件１００万円相当以上の金品を寄附された方……………………………………臼井　芳彦・匿名希望 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（該当条項順、職名順、50音順） 

功 労 賞  

徳 行 賞  

　永年にわたり、町政運営の推進、教育・文化の振興等で多大な功績を残された方々
を称え、「平成29年度壬生町自治功労者表彰式」が、11月９日（木）に役場正庁で行
われました。今年は、功労賞15名、徳行賞２名、計17名の方が受賞されました。 
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前
回
に
続
き
本
年
度
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
「
み
ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
に
つ
い

て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
成
果
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

　
昔
か
ら
、
「
み
ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
に

つ
い
て
は
、
墳
丘
は
土
を
盛
っ
た
だ
け

の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
壬

生
地
区
に
あ
る
古
墳
の
中
で
は
、
「
車

塚
古
墳
」
の
み
、
墳
丘
の
表
面
を
多
く

の
川
原
石
で
覆
う
「
葺
石
」
と
言
わ
れ

る
施
設
を
持
っ
て
い
る
と
、
多
く
の
研

究
者
た
ち
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
発
掘
調
査
の
結
果
、
二
段
に

造
ら
れ
た
墳
丘
の
二
段
目
の
斜
面
か
ら

写
真
の
よ
う
に
多
く
の
川
原
石
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
「
葺
石
」
の
表
面
に
多

く
の
土
が
堆
積
し
て
い
た
た
め
現
在
ま

で
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
、
考
え

ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
古
墳
が
造
ら
れ
た

当
時
の
墳
丘
は
、
土
で
二
段
に
築
か
れ

た
墳
丘
の
第
二
段
部
の
表
面
は
、
多
く

の
川
原
石
で
覆
わ
れ
て
い
る
状
態
が
「
み

ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
の
本
来
の
姿
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
 

　
ま
た
、
「
葺
石
」
と
い
う
古
墳
の
表

面
を
川
原
石
で
覆
う
技
法
は
、
壬
生
の

中
で
も
羽
生
田
地
区
の
大
型
古
墳
に
採

用
さ
れ
た
特
徴
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
技

法
が
現
在
の
群
馬
県
の
大
型
古
墳
に
顕

著
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
羽
生
田
地

区
の
古
墳
は
群
馬
か
ら
の
影
響
を
受
け

て
造
ら
れ
た
古
墳
と
推
測
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
壬
生
地
区
の
同
古
墳
に

も
「
葺
石
」
の
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
壬
生
地
区
の
古
墳
も
、

羽
生
田
地
区
同
様
に
群
馬
と
の
関
連
を

見
て
い
く
必
要
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
 







成　績 

〔11月12日（日）　町総合運動場体育館〕 

中央・宮本恵さん 





壬生町長・壬生町議会議員選挙 
立候補予定者の皆様へ 

壬生町長・壬生町議会議員選挙における 
郵便投票について 

壬生町長・壬生町議会議員選挙 
立候補予定者の皆様へ 

壬生町長・壬生町議会議員選挙における 
郵便投票について 



※土・日曜日は開設しておりません。 
※開設期間中は栃木税務署庁舎では申告相談を行ってお
　りませんのでご注意ください。 
※申告会場では現金納付の窓口業務は行いません。 
※栃木商工会議所への直接のお問合わせはご遠慮ください。 
※申告会場の駐車場は、混雑が予想されますので、お車
　でのご来場はなるべくご遠慮ください。 

【社会保障・税番号（マイナンバー）制度】 
　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実
現することを目的として、社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導入されました。 
　平成29年分以降の所得税及び復興特別所得税や贈与税の申告書の提出の際には、 

☆平成29年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告と納税………………２月16日（金）～３月15日（木） 
☆平成29年分の贈与税の申告と納税……………………………………………２月１日（木）～３月15日（木） 
☆平成29年分の個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告と納税……４月２日（月）まで 
　税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日）は相談及び受付は行っておりませんが、申告書は郵便や信書便 
による送付又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。 
　（注）還付申告の方は、平成30年２月15日（木）以前でも申告書を提出することができます。 
 
 
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと自宅等で確定申告書が作成できますので、書面で印刷 
して送付・e-Taxで送信（事前準備が必要）のいずれかでご提出ください。 
 
 
　平成29年分の所得税及び復興特別所得税、贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の申告相談及び申告書の受付を下記の 
とおり行います。確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分で作成して、できる
だけお早めに提出してください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【本人確認（番号確認及び身元確認）を行うときに使用する書類の例】 
　　　例１　個人番号カード（番号確認と身元確認） 
　　　例２　通知カード（番号確認）＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など（身元確認） 
※　控除対象配偶者及び扶養親族の方の本人確認書類の提示又は写しの提出は不要です。 
 
 
【公的年金等を受給されている方へ～確定申告不要制度のお知らせ～】 
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下であると
きは、所得税の確定申告書を提出する必要はありません。 
※　ただし、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されている控除（社会保険料控除や配偶者控除、扶養控除、基礎控除等）以外 
　の各種控除の適用を受ける場合には、申告が必要です。また、確定申告不要制度に該当しても、住民税の申告が必要な場合が
　あります。詳しくは壬生町税務課町民税係　Tel ０２８２－８１－１８１７にお問い合わせください。 
　なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失や雑損失の繰越控除など）の
適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。また、平成27年分以後は、外国の制度に基づき国外において支払
われる年金など源泉徴収の対象とならない公的年金等を受給されている方は、この制度は適用されません。 
　 
 
【所得税の確定申告をされるすべての方へ】 
　確定申告書への復興特別所得税額の記載漏れにご注意ください。 
平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付をすることとされています。 
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に2.1％の税率を乗じて計算した金額です。 
　また、平成25年１月１日から平成49年12月31日までの間に生ずる所得について、源泉所得税が徴収される場合には、復興特別
所得税が併せて徴収されます。 
 
 
　医療費控除の明細が変更となり、今までの医療費控除とは別に、セルフメディケーション税制推進のためのスイッチOTC薬控 
除（医療費控除の特例）が創設されました。 
　また、両方の控除の適用は受けられないので、どちらを適用するかは、自身で選択することになります。 
【医療費控除を適用される方へ】 
　平成29年分の確定申告から、医療費通知に関する事項が追加されました。（例：健康保険組合等が発行する「医療費のお知ら
せ」に関する事項）。また、医療費控除は領収書の提出が不要になりました。しかし、領収書の提出の代わりに「医療費控除の
明細書」が必要となります。領収書は税務署からの内容の確認が求められる場合がありますので、5年間保存する必要があります。 
　※提出が不要となる領収書には、医療費控除を受けるために必要な医師等が発行した証明書は除きます。（例：おむつ使用証
明書、在宅介護費用証明書など） 
　※平成31年分の確定申告までは、従来どおり領収書の添付又は提示によることもできます。 
　　　　　　　【詳しくは所得税、住民税Q&Aをご覧ください。】 



【セルフメディケーション税制】 
　健康の保持増進及び疾病の予防として一定の取り組みを行う方が、特定一般用医薬品等購入費を支払った場合は、セルフメデ
ィケーション税制による医療費控除の特例の適用を受けることができます。 
　この特例の適用を受ける方は、①「セルフメディケーション税制の明細書」の提出及び②適用を受ける年分において、一定の
取り組みを行ったことを明らかにする書類の提出又は提示が必要になります。 
　※特定一般用医薬品等購入費とは、医師によって処方される医薬品から、薬局などで購入できるOTC医薬品に転用された医薬
品の購入費をいいます。 
　※一定の取り組みとは、健康の保持増進及び疾病予防の取り組みをいい、①特定健康診査（いわゆるメタボ健診）、②予防接
種、③定期健康診断（事業主検診）、④健康診査（人間ドック等で医療保険者が行うもの）、⑤がん検診　をいいます。 
　　　　　　　　　【詳しくは所得税、住民税Q&Aをご覧ください。】 

















　国民年金は、年をとったときやいざという時の生活を、現役世代
みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。 
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けるこ
とで、年をとったときや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の
働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。 

 

 
★「学生納付特例制度」 
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所

得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予

される制度です。 

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、

短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各

種学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外大

学の日本分校に在学する方です。 

 

★「納付猶予制度」 
　20歳から50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得

が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予

される制度です。 

 
 
◎将来の大きな支えになります。 
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料

を納める制度です。 

　国が責任をもって運営するので、安定した年金の給

付が生涯にわたって保障されます。 

 

◎老後のためだけのものではありません。 
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、

障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や

事故で障害が残ったときに受け取れます。ま

た遺族年金は、加入者が死亡した場合、その

加入者により生計を維持されていた遺族（「子

のある配偶者」や「子」）が受け取れます。 

国民年金のご相談・手続等の問合せ 

《年金と所得税の確定申告について》 
　国民年金及び厚生・共済の『老齢年金』など、老齢（退

職）を支給事由とする公的年金は、税法上「雑所得」とし

て所得税の申告対象になります。 

　老齢年金を受けている方には、１年間（１月～12月）に

受け取った年金の支払総額などを記載した「源泉徴収票」

が翌年１月下旬に送付されますので、確定申告等の際に提

出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

　源泉徴収票は、年金以外に給与等の収入があり、税務署

等で確定申告をするときや源泉所得税の還付請求をすると

きに、申告書に添付する必要があります。 

　なお、【障害年金】や【遺族年金】は所得税が非課税で

すので、源泉徴収票は送付されません。 

　亡くなられた方の源泉徴収票は、死亡届を提出されたご

遺族の方に対し、約２カ月程度で源泉徴収票（準確定申告

用）をお送りいたします。 

　源泉徴収票を紛失した場合は、お近くの年金事務所や相

談センターに再交付をお申し出ください。 

老齢年金を受給されている方へ 

　納付した国民年金保険料は確定申告の
控除対象になります！ 
　納付した国民年金保険料は所得税（住民税）の申告にお

いて、社会保険料の控除対象となります。確定申告（還付

申告）をするときには、納付したことを証明する書類の添

付が必要になります。 

　所得税の申告を行う際は、日本年金機構から送付される

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」または「国

民年金保険料領収証書」を、忘れずに提出しましょう。 

 

 

 

 

　10月１日～12月31日の間に納付された国民年金保険料の

控除証明書は、２月上旬に送付される予定です。（１月１

日～９月30日に納付された国民年金保険料の控除証明書に

ついては、11月上旬に送付済みです。） 

 

<専用ダイヤル> 0570－003－004（ナビダイヤル） 

<IP・PHS電話> 03－6630－2525 

<受 付 時 間>  ◎月曜日～金曜日  8：30～19：00 

　　　　　　　　◎第２土曜日    9：00～17：00

国民年金保険料を納付されている方へ 

控除対象：平成29年１月１日～12月31日に納付した保険料 
　　　　　（過年度分を含む） 



農業用免税軽油に係る 
申請についてのお知らせ 

問 合 せ  

軽
油
 

平成30年 平成30年 



　生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな

人間性を育むための食育を総合的、計画的に推進す

ることを目的として、食育基本法第18条第１項に基

づき「第２期壬生町食育推進計画」を策定するにあ

たり、広く町民の皆様からご意見を募集し、計画に

反映させるものです。 

（以下の場所でご覧いただけ

ます） 

①農政課農業振興係　②稲葉出張所　③南犬飼出張

所　④町公式ウェブサイト（http://www.town.mibu. 

tochigi.jp） 

　パブリック・コメント記入用紙

（町公式ウェブサイト及び前記施設に設置）により、

次のいずれかの方法で提出してください。いずれの

場合も、宛先は「壬生町経済部農政課」宛でお願い

いたします。 

①郵送（〒321―0292壬生町通町12―22）または持

参（土・日・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）

を除く平日の午前８時30分～午後５時15分） 

②ＦＡＸ（82）1107 

③電子メール　nousei@town.mibu.tochigi.jp 

　提出されましたご意見の概要と、

検討結果につきましては、広報みぶ及び町公式ウェ

ブサイトに公開します。併せて農政課農業振興係で

閲覧することができます。 

◎問合せ　農政課農業振興係　 （81）1839

　12月28日（木）～平成30年１月31日（水） 

　町内に住所を有する方、町内に通勤または通学す

る方、町内に事務所または事業所を有する方、町税

の納税義務者その他パブリック・コメント制度に係

る事案に利害を有する方 

（注意事項） 

・町公式ウェブサイトを除き、閲覧は、土・日・祝

　日・年末年始（12月29日～１月３日）を除く平日の

　午前８時30分～午後５時15分となります。 

・意見の提出について電話による受付はいたしませ

　んのでご了承ください。 

・ご意見をいただいた方の氏名等の公表及びご意見

　に対する個別の回答はいたしません。 

・ご意見の内容が類似する場合は、取りまとめて公

　表する場合があります。 

　平成27年９月の関東東北豪雨等の災害を受

け、町の災害対策に関する総合的計画である「壬生

町地域防災計画」を今年度中に見直す予定でおりま

す。つきましては、計画につきまして住民の皆さま

からのご意見を募集いたします。また、お寄せいた

だいたご意見を参考に、見直しの手続きを進めると

ともに、ご意見に対する町の考え方を整理し、後日、

公表いたします。 

（以下の場所でご覧いただけ

ます） 

①総務課消防防災係　②稲葉出張所　③南犬飼出張

所　④町公式ウェブサイト（http://www.town.mibu. 

tochigi.jp） 

　パブリック・コメント記入用紙

（町公式ウェブサイト及び前記施設に設置）により、

次のいずれかの方法で提出してください。いずれの

場合も、宛先は「壬生町総務部総務課」宛でお願い

いたします。 

①郵送（〒321―0292壬生町通町12―22）または持

参（土・日・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）

を除く平日の午前８時30分～午後５時15分） 

②ＦＡＸ　（82）8262 

③電子メール　soumu@town.mibu.tochigi.jp 

　提出されましたご意見の概要と、

検討結果につきましては、広報みぶ及び町公式ウェ

ブサイトに公開いたします。併せて総務課消防防災

係で閲覧することができます。 

◎問合せ　総務課消防防災係　 （８１）１８08

























○場　　所
◎問 合 せ

１月16日（火）10か月児健診……………
　　23日（火）１歳６か月児健診………
　　30日（火）３歳児健診………………
２月６日（火）４か月児健診……………
　　13日（火）10か月児健診……………

保健福祉センター
こども未来課母子保健係　☎81－1887

○移動図書館（BM）２月の日程

○移動図書館（BM）１月の日程

13：15～ 13：45

13：00～ 13：45

13：00～ 13：45

13：15～ 13：45

13：15～ 13：45



出張！なんでも鑑定団 in みぶ開催 出張！なんでも鑑定団 in みぶ開催 出張！なんでも鑑定団 in みぶ開催 


	1801／01
	1801／02
	1801／03
	1801／04
	1801／05
	1801／06
	1801／07
	1801／08
	1801／09
	1801／10
	1801／11
	1801／12
	1801／13
	1801／14
	1801／15
	1801／16
	1801／17
	1801／18
	1801／19
	1801／20
	1801／21
	1801／22
	1801／23
	1801／24
	1801／25
	1801／26
	1801／27
	1801／28
	1801／29
	1801／30
	1801／31
	1801／32
	1801／33
	1801／34
	1801／35
	1801／36
	1801／37
	1801／38

